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◆平成19年度当所予算
1億2052万円に補正

◆市長と商工業者の懇談会を開催
～市長と商工業者が直接意見交換～

◆商品市況の上昇とインフレ懸念
～「スタグフレーション」の脅威～

◆急減する住宅着工戸数
～改正建築基準法の影響～

◆経営者応援セミナー

『中堅・中小企業を取り巻く事業継承』

館山～大島～下田を結ぶ高速ジェット船

～マル経融資制度～ 
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改 
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により 
「国民生活金融公庫」から借りられる国の制度です。 
 
担保、保証人 
保証協会の保証 
貸付限度額 
返  済  期  間 
利　　　  率 
 
融  資  対  象 

不　要 
不　要 
1,000万円（但し別枠450万円を含む） 
7年以内（＊運転資金は5年以内） 
年1.9％（平成20年1月18日現在） 
 小規模事業者：従業員20人以下 
（商業、サービス業は5人以下） 

※ご利用の際には各種要件がございますので下記 
　までお問い合わせください。  
問合せ　館山商工会議所　　22－8330

野球部　第野球部　第80回記念選抜高等学校野球大会出場回記念選抜高等学校野球大会出場 
（3月1414日抽選会　抽選会　3月2222日から1313日間　於間　於：阪神甲子園球場阪神甲子園球場） 

剣道部　第剣道部　第17回全国高等学校剣道選抜大会出場回全国高等学校剣道選抜大会出場 
（3月2727・2828日開催　於開催　於：愛知県春愛知県春日井市総合体育館井市総合体育館） 

野球部　第80回記念選抜高等学校野球大会出場 
（3月14日抽選会　3月22日から13日間　於：阪神甲子園球場） 

剣道部　第17回全国高等学校剣道選抜大会出場 
（3月27・28日開催　於：愛知県春日井市総合体育館） 



会 議 所 だ よ り
平成20年３月10日（２）

当
所
第
５
回
常
議
員
会
が
、
３

月
３
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
、
平

成
19
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会

計
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
総
体
で
当
初
予

算
（
１
２
３，

３
３
１，

９
６
０

円
）
に
対
し
、
１
２
０，
５
２
７，

９
６
０
円
と
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

内
訳
は
、
一
般
会
計
で
当
初
予
算

（
４
６，

９
７
６，

０
０
０
円
）

に
対
し
、
補
正
予
算
額
４
３，

５

１
１，

３
０
０
円
、
中
小
企
業
相

談
所
特
別
会
計
は
当
初
予
算
（
４

６，

６
５
３，

１
０
０
円
）
に
対

し
、
補
正
予
算
額
４
７，
５
８
７，

３
０
０
円
、
会
館
運
営
特
別
会
計

は
当
初
予
算
（
１
４，

０
６
８，

３
６
０
円
）
に
対
し
、
補
正
予
算

額
１
３，

６
４
６，

３
６
０
円
、

共
済
事
業
特
別
会
計
は
当
初
予
算

（
１
３，

４
９
０，

０
０
０
円
）

に
対
し
、
補
正
予
算
額
１
３，

６

３
８，

５
０
０
円
、
特
定
商
工
業

者
法
定
台
帳
特
別
会
計
は
当
初
予

算
（
２，

１
４
４，

５
０
０
円
）

に
対
し
、
予
算
ど
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

�
�
��
��特定商工業者 

法定台帳関係　2%

会館運営関係 
11%

共済事業関係 
11%

特定商工業者 
法定台帳関係　2%

会館運営関係 
11%

共済事業関係 
11%

一般会計一般会計 
37%37%
一般会計 
37%

中小企業相談所関係 
38%

中小企業相談所関係 
39%

補正予算の内訳

２
月
19
日
（
火
）
館
山
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
市
長
と
商
工
業
者
の
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
た
。

懇
談
会
で
は
冒
頭
に
金
丸
市
長

か
ら
、
館
山
市
経
済
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
人
口
の
減
少
や
国
道
１

２
７
号
バ
イ
パ
ス
を
中
心
に
、
外

部
資
本
大
型
店
の
出
店
が
相
次
ぐ

な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
昨
年
の
Ｄ
Ｃ
以
降
、
館
山
道

の
全
線
開
通
も
あ
り
当
地
域
へ
の

交
流
人
口
は
増
加
し
て
い
る
が
、

経
済
効
果
は
い
ま
一
つ
で
あ
り
、

今
後
ど
の
よ
う
に
経
済
効
果
に
結

び
付
け
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
館
山
駅
東
口
の
市
有
地

に
つ
い
て
売
却
の
検
討
を
始
め
た

が
、
こ
の
市
有
地
を
活
用
し
て
館

山
市
の
顔
と
も
言
え
る
駅
東
口
が

活
性
化
す
る
よ
う
な
提
案
が
あ
れ

ば
是
非
お
聞
き
し
た
い
。
平
日
、

休
日
を
問
わ
ず
交
通
渋
滞
が
恒
常

化
し
て
い
る
国
道
１
２
７
号
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て
は
、
国
へ
の
要
望

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
協
力
・

連
携
し
、
渋
滞
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
結
果
、
来
年
度
に

は
４
車
線
化
に
向
け
工
事
に
着
工

で
き
る
予
定
で
あ
る
。
と
い
っ
た

内
容
の
お
話
が
あ
り
、
そ
の
後
意

見
交
換
と
な
っ
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
入
札
手
続
き

等
に
関
連
し
た
地
元
事
業
者
へ
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
館
山

市
と
安
房
地
域
を
統
一
イ
メ
ー
ジ

と
し
た
観
光
促
進
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
施
設
の
充
実
、
桟
橋
完
成
後

の
活
用
に
関
す
る
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
、
定
住
促
進
の
具
体
策
、
都
市

計
画
の
見
直
し
と
整
合
し
た
駅
東

口
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
、
身
近

に
あ
る
地
元
の
も
の
を
大
切
に
す

る
郷
土
愛
を
育
む
よ
う
な
歴
史
教

育
等
の
実
現
等
に
つ
い
て
質
問
・

要
望
が
出
さ
れ
、
市
長
か
ら
は
市

と
し
て
の
取
り
組
み
や
、
展
望
に

つ
い
て
が
説
明
さ
れ
た
。

市
長
と
直
接
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、
非
常
に
有
意
義
な
会
議
と
な

り
、
出
席
者
は
市
と
協
力
し
た
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
決
意
を

新
た
に
し
た
。

館山本店 
22ー8881

館山銀座店 
23ー5511

ロックシティ店 
24ー2010

宝石は心の安らぎ 
　メガネと共に快適生活 

http://www.boyodo.co.jp/http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111TEL0470(23)5111

http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111

http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111

〈
市
長
と
商
工
業
者
の
懇
談
会
を
開
催
〉

３
月
３
日
（
月
）、
下
田
商
工

会
議
所
一
行
（
10
名
）
が
早
春
の

観
光
で
賑
わ
う
館
山
を
視
察
に
訪

れ
た
。

今
回
の
視
察
は
、
２
月
２
日
か

ら
３
月
９
日
ま
で
館
山
〜
大
島
〜

下
田
間
を
毎
日
運
行
さ
れ
て
い
る

（
館
山
〜
大
島
間
は
３
月
30
日
ま

で
運
行
）
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
を
利

用
し
た
も
の
で
、
下
田
商
工
会
議

所
よ
り
石
井
敏
専
務
理
事
、
伊
藤

秀
利
庶
業
部
会
長
ほ
か
２
名
の
表

敬
訪
問
を
受
け
た
当
所
で
は
、
闍

橋
会
頭
、
小
林
、
宮
澤
両
副
会
頭

ら
が
出
迎
え
た
。

懇
談
の
席
上
で
は
、
海
上
交
通

を
よ
り
一
層
充
実
・
拡
大
す
る
こ

と
が
、
両
地
域
の
活
性
化
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
話
題

と
な
っ
た
。

平
成
　
年
度
予
算
を

平
成
　
年
度
予
算
を
１
億
２
０
５
２
万
円
万
円
に
補
正 

19

平
成
　
年
度
予
算
を
１
億
２
０
５
２
万
円
に
補
正 

19

〈
下
田
商
工
会
議
所
が
来
館
〉



会 議 所 だ よ り
（３）平成20年３月10日

原
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ニ

ッ
ケ
ル
な
ど
の
レ
ア
メ
タ
ル
（
希

少
金
属
）、
さ
ら
に
は
大
豆
や
小

麦
な
ど
一
部
穀
物
の
価
格
は
、
依

然
と
し
て
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ
て

い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
ｓ
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ

ン
ド
、
中
国
）
な
ど
の
新
興
国
の

高
成
長
な
ど
に
よ
っ
て
、
世
界
的

に
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
て
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
と
呼

ば
れ
る
投
機
筋
の
資
金
が
、
こ
れ

ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
大
挙
し
て
流

入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
当
分

の
間
、
こ
う
し
た
傾
向
は
大
き
く

変
わ
ら
な
い
と
覚
悟
し
た
方
が
い

い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
商
品
の
価
格
の
上
昇

ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
も
あ
り
、

商
品
市
況
の
価
格
上
昇
は
、
こ
れ

か
ら
我
々
の
生
活
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
主
な
影
響
は
２
つ
の
要
因
に

分
け
る
と
整
理
し
や
す
い
だ
ろ
う
。

一
つ
は
、商
品
市
況
の
上
昇
が
、

企
業
の
生
産
コ
ス
ト
の
押
し
上
げ

要
因
と
な
る
こ
と
だ
。
特
に
、
原

油
は
主
な
工
業
製
品
の
主
力
原
材

料
で
あ
る
。
原
油
価
格
が
こ
れ
だ

け
の
ス
ピ
ー
ド
で
上
が
る
と
、
企

業
で
は
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
が
避

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
く
る
。ま
た
、

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
に
よ
っ

て
、
運
送
コ
ス
ト
に
も
上
昇
圧
力

が
か
か
る
。
灯
油
価
格
の
上
昇
は

暖
房
費
の
上
昇
と
な
っ
て
、
一
般

の
事
務
所
経
費
に
も
影
響
を
与
え

る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
大
豆
や
小

麦
の
価
格
が
上
が
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
食
料
品
の
価
格
に
も
上
昇
要

因
と
な
っ
て
は
た
ら
い
て
く
る
。

生
産
や
運
送
な
ど
の
コ
ス
ト
上
昇

分
を
価
格
に
転
嫁
で
き
れ
ば
い
い

の
だ
が
、
そ
れ
が
難
し
い
と
、
企

業
に
と
っ
て
は
収
益
の
圧
迫
要
因

と
な
る
。
特
に
価
格
転
嫁
が
困
難

な
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
苦
し

い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。も

う
一
つ
の
影
響
は
、
少
し
ず

つ
物
価
水
準
が
上
昇
す
る
気
配
を

示
し
て
い

る
こ
と

だ
。
つ
ま

り
、
イ
ン

フ
レ
懸
念

が
、
徐
々

に
人
々
の

心
理
の
中

で
台
頭
し

始
め
て
い

る
の
で
あ

る
。
あ
る

新
聞
社
の

ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る

と
、
回
答

者
の
７
割
以
上
の
人
が
、「
最
近
、

物
の
値
段
が
上
が
り
始
め
て
い

る
」
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
確

か
に
、
ガ
ソ
リ
ン
は
言
う
に
及
ば

ず
、
カ
ッ
プ
め
ん
や
パ
ン
、
さ
ら

に
は
牛
乳
な
ど
の
値
段
が
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
上
が
り
始
め
て
い

る
。
わ
が
国
は
、
つ
い
最
近
ま
で

デ
フ
レ
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
少
し
ぐ
ら
い
の
イ
ン
フ

レ
は
む
し
ろ
心
地
よ
い
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
イ
ン
フ
レ
は
い
っ
た

ん
起
こ
っ
て
し
ま
う
と
、
心
地
よ

い
水
準
で
止
め
る
こ
と
は
難
し

い
。本

格
的
に
イ
ン
フ
レ
率
が
上
が

っ
て
し
ま
う
と
、
わ
れ
わ
れ
の
生

活
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ナ
ス
が

出
て
く
る
。
例
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン

物流コストを見直しませんか !?

・路線、地域内宅配 

・引越、貸切、積合わせ 

・コース配送、他 

房総の物流プランナー＆パートナー 

安房運輸株式会社 
電話：本社　0470ー22ー0165 

館山　0470ー27ー6151 
http://www.tokyo-bay.ne.jp/̃awa-exp/

宮沢書店 
TEL 0470ー23ー7771 

●営業時間　9:00AM～8:00PM 
（年中無休） 

本・教科書・文具・ファンシー

や
灯
油
、
電
気
料
金
、
さ
ら
に
は

食
料
品
な
ど
の
値
段
が
上
が
っ
て

い
く
場
合
、
給
料
が
そ
れ
と
同
じ

よ
う
に
上
が
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い

の
だ
が
、
そ
う
で
な
い
と
、
わ
れ

わ
れ
の
生
活
水
準
を
下
げ
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
景
気
低
迷
期
を
ず
っ
と
耐
え
て

き
た
の
に
、
今
度
は
物
価
上
昇

（
イ
ン
フ
レ
）
で
苦
し
め
ら
れ
る

可
能
性
が
出
て
く
る
の
だ
。

わ
が
国
で
は
、
イ
ン
フ
レ
は
、

ま
だ
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
脅
威
に
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
米
国
や
欧
州

な
ど
を
見
回
す
と
、
そ
の
脅
威
が

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
顕
在
化

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
最
悪

の
ケ
ー
ス
は
景
気
が
後
退
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
イ
ン
フ
レ
が
高
ま

る
、
い
わ
ゆ
る
輊
ス
タ
グ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
輅
が
発
生
す
る
こ
と
だ
。

そ
れ
が
現
実
の
も
の
に
な
る
と
、

人
々
の
生
活
を
か
な
り
苦
し
め
る

こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
に

は
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
た
い
。

会
議
所
だ
よ
り
１
月
号
に
掲
載

い
た
し
ま
し
た
、『
城
山
み
や
げ

処
設
置
事
業
』に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
月
19
日
（
水
）
で
施
設
運
営
に

関
す
る
事
業
者
の
募
集
を
締
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
城
山
み
や
げ
処
設
置
事
業
』
に

関
す
る
募
集
締
切
の
お
知
ら
せ

〜
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
脅
威

〜
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
脅
威 

〜 

〜
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
脅
威 

〜 



懸
念
さ
れ
る

個
人
消
費
の
落
ち
込
み

改
正
さ
れ
た
建
築
基
準
法
の
影
響

が
挙
げ
ら
れ
る
。
建
物
を
建
築
す

る
際
は
、
防
火
設
備
が
整
っ
て
い

る
か
、
耐
震
性
や
安
全
性
に
問
題

は
な
い
か
と
い
っ
た
審
査
に
通
っ

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
手
続
き
を
定
め
た
の
が
建
築
基

準
法
で
あ
る
。
こ
の
建
築
基
準
法

が
改
正
さ
れ
、
以
前
よ
り
も
審
査

が
厳
し
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
手

続
き
も
厳
し
く
な
っ
た
た
め
審
査

に
も
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
も
な

り
、
慎
重
を
期
し
て
申
請
を
手
控

え
る
業
者
も
多
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

今
回
の
法
改
正
で
は
、
大
規
模

な
建
物
の
安
全
性
を
第
三
者
が
二

重
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
慣

例
と
し
て
認
め
ら
て
き
た
申
請
後

の
設
計
図
の
修
正
や
差
し
替
え
も

原
則
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
従
来
２

１
日
間
だ
っ
た
審
査
期
間
も
最
大

70
日
間
に
ま
で
延
長
さ
れ
て
い

る
。
す
べ
て
は
、
耐
震
偽
装
を
見

逃
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
反
省

か
ら
出
た
も
の
と
い
え
る
。

今
後
、
制
度
自
体
が
周
知
徹
底

さ
れ
れ
ば
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
、
い
ず
れ
回
復
に
向
か
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

が
ど
の
時
点
な
の
か
は
わ
か
ら
な

い
。
そ
し
て
さ
ら
に
懸
念
さ
れ
る

の
が
、
経
済
全
体
へ
の
影
響
だ
。

最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
の

会 議 所 だ よ り
平成20年３月10日（４）

Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
に
程
近
い
所
に
、

千
葉
市
初
の
地
上
４
３
階
建
て
の

超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
は
建
設
中
な
の
で
、
そ
の
外

観
は
イ
メ
ー
ジ
写
真
で
し
か
見
ら

れ
な
い
が
、
１
５
０
ｍ
を
超
え
る

高
さ
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

居
住
で
き
る
戸
数
も
、
４
３
４
戸

と
ビ
ッ
グ
だ
。
完
成
後
の
眺
望
も

さ
ぞ
か
し
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な

る
こ
と
で
ろ
う
。
建
設
が
進
ん
で

い
る
場
所
は
、
交
通
、
買
い
物
等

の
便
が
非
常
に
良
く
、
好
立
地
に

あ
る
。
販
売
開
始
と
な
れ
ば
、
高

い
人
気
を
集
め
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。

し
か
し
、
千
葉
市
内
で
は
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
と
も
い

え
る
状
況
だ
。
特
に
多
い
の
が
当

然
の
こ
と
な
が
ら
中
央
区
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る

と
、
16
棟
も
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
現

在
販
売
中
、
も
し
く
は
近
々
の
販

売
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
中
央
区

は
交
通
の
便
を
は
じ
め
と
し
て
、

最
も
利
便
性
が
高
い
場
所
だ
と
は

思
う
が
、
16
棟
と
い
う
数
字
は
多

す
ぎ
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
本

当
に
全
て
完
売
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
、
購
入
す
る
側
か
ら
す

れ
ば
、
比
較
で
き
る
物
件
が
多
い

ほ
う
が
選
択
の
幅
が
広
が
り
良
い

の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
新
設
住
宅
着
工

戸
数
が
平
成
19
年
夏
以
降
大
き
く

減
少
し
て
き
て
い
る
。
こ
こ
数
年

は
景
気
拡
大
が
継
続
す
る
中
、
ほ

ぼ
安
定
し
て
推
移
し
て
き
た
の
だ

が
、
最
近
は
様
相
が
一
変
し
て
き

て
い
る
。
千
葉
県
で
の
推
移
を
見

て
も
、
対
前
年
同
月
比
で
８
月
が

▲
46
・
１
％
、
９
月
が
▲
40
・

１
％
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
大
き

く
減
少
し
て
き
て
お
り
、
明
ら
か

に
変
化
が
見
ら
れ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
大
き
な
理

由
と
し
て
、
平
成
19
年
６
月
に
法

厳
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、

法
改
正
の
影
響
に

よ
り
需
要
が
減
少

す
れ
ば
、
一
段
と

厳
し
さ
が
増
す
と

言
え
る
。
ま
た
、

個
人
消
費
へ
の
影

響
も
心
配
さ
れ

る
。
民
間
住
宅
投

資
額
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）

に
占
め
る
割
合
は

３
％
程
度
で
あ

り
、
個
人
消
費
や

公
共
投
資
な
ど
と

比
較
す
れ
ば
そ
れ

ほ
ど
大
き
な
も
の

と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、
住
宅
を

購
入
し
た
人
な
ら
誰
で
も
経
験
す

る
こ
と
だ
が
、
住
宅
を
新
築
し
た

時
に
は
、
自
動
車
、
家
電
製
品
、

家
具
な
ど
も
買
い
替
え
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
住
宅
着
工
戸
数
が
伸
び

悩
む
と
、
個
人
消
費
が
落
ち
込
む

こ
と
が
充
分
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
企
業
に
お
い
て
は
設
備
投
資

計
画
や
生
産
活
動
に
大
き
な
影
響

を
与
え
か
ね
な
い
。

今
回
の
法
改
正
は
、
耐
震
偽
装

問
題
で
揺
ら
い
だ
住
ま
い
の
安
心

を
取
り
戻
す
は
ず
で
あ
っ
た
が
、

逆
に
大
混
乱
を
招
い
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
は
何
と
も
皮
肉
な
結
果

と
い
え
る
。

館山商工会議所財形貯蓄事務代行制度 
～会員事業所の財形事務を代行いたします～ 

館山商工会議所財形貯蓄 
事務代行制度 
館山商工会議所財形貯蓄 
事務代行制度 
～会員事業所の財形事務を代行いたします～～会員事業所の財形事務を代行いたします～ ～会員事業所の財形事務を代行いたします～ 

　館山商工会議所では会員サービスの一環として「財形貯蓄事 
務代行制度」に取り組んでいます。 面倒な財形の事務手続きを 
事業主に代わって代行いたします。 この機会に是非財形制度の 
導入をご検討いただき、当所の事務代行で財形をスタートしま 
しょう。 
 

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
建
設
業

界
だ
。公
共
事
業
の
削
減
が
続
き
、
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宮田税理士の経営者応援セミナー

中堅・中小企業を取り巻く事業承継
－ 平成20年度税制改正の行方 －

会 議 所 だ よ り
（５）平成20年３月10日

日　時：平成20年4月3日（木）14：00～16：30

場　所：館山商工会議所　１階　中会議室

定　員：先着20名（TELにてお申込み下さい。定員になり次第締め切りと致します。）
参加費：無料

対象者：中小法人の経営者・後継者および役員の方（ご夫婦または親子でのご参加も歓迎いたします）

主　催：アクサ生命保険株式会社　　後援：館山商工会議所

お問い合わせ先：アクサ生命保険株式会社　木更津営業所　蕁 0438－37－9954

〒292－0838 木更津市潮浜1－17－59 木更津商工会館5階

【主な内容】

☆平成20年度税制改正大綱のトピックス　　　　　　

☆平成19年度税制改正（事業承継に関する事項）の紹介

☆事業承継対策と役員退職慰労金の準備

☆経営者によくある相続上の問題点

☆事業承継の事例紹介　　　　　　　　　　　

☆様々な課題に対する解決策

【講師】宮田　昇
（宮田昇税理士事務所代表、税理士・日本FP協会認定講師 ）

アクサ生命は、お客様に関する情報を、次のような目的のために利用させていただきます。

蜷保険契約のお引き受け・ご継続・維持管理・保険金・給付金のお支払い

蜷関連会社・提携会社を含む各種商品・サービスのご案内・提供、ご契約の維持管理

蜷当社予定業務に関する情報提供・運営管理、商品・サービスの充実

蜷その他保険に関連・付随する業務



会 議 所 だ よ り
平成20年３月10日（６）

姿
勢
が
以
外
で
す
。
違
う
可
能
性

を
見
い
出
し
、
こ
れ
が
成
功
す
れ

ば
得
ら
れ
る
利
は
大
き
い
物
が
有

り
ま
す
。
安
田
さ
ん
の
行
動
力
の

凄
さ
を
感
じ
ま
す
。

４．

こ
れ
か
ら
の
商
売
の
目
標
を

教
え
て
く
だ
さ
い

安
田
‥
ま
だ
ま
だ
商
売
半
ば
。
自

分
で
し
か
出
来
な
い
商
売
を
こ
れ

か
ら
も
考
え
る
よ
。
特
に
青
果
店

に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
様
々
な
商
売

の
可
能
性
を
考
え
る
よ
。
今
頭
が

痛
い
の
は
、
親
父
が
残
し
て
い
る

び
わ
山
を
ど
う
し
よ
う
か
検
討

中
。
誰
か
や
る
や
つ
い
な
い
か
な

ぁ
。

三
浦
‥
豪
快
な
印
象
の
安
田
さ
ん

で
す
が
、
以
外
商
売
に
対
し
て
は

冷
静
（
？
）
無
謀
と
も
言
え
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
行→
成
功
さ

せ
る
こ
と
に
た
だ
た
だ
関
心
。
目

標
に
向
か
っ
て
ひ
た
す
ら
邁
進
す

る
そ
の
姿
に
、
自
信
と
気
力
が
漲

っ
て
い
ま
す
ね
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
連
日
寒

い
日
が
続
き
ま
す
が
、
着
実
に
春

は
近
づ
い
て
い
ま
す
ね
。
ち
な
み

に
財
布
の
中
身
は
季
節
に
関
係
な

く
極
寒
、
総
務
親
睦
委
員
会
　
三

浦
祥
範
で
す
。
今
年
度
初
の
試
み

で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
負
け
る
も
ん

か
！
我
が
商
売
！
！
」
も
最
終
号

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
特
集
す
る

の
は
こ
の
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
次

年
度
会
長
で
あ
る
安
田
邦
春
さ
ん

経
営
「
譌
ナ
チ
ュ
ー
ル
」
を
大
特

集
。
笑
顔
が
素
敵
な
安
田
さ
ん
の

豪
快
＆
爽
快
な
人
柄
が
印
象
的
で

し
た
。
八
百
屋
な
の
に
八
百
屋
が

嫌
い
。
ま
ー
そ
う
い
う
も
の
で
す

か
ね
ぇ
・
・
・

１．

商
売
は
い
つ
か
ら
始
め
た
？

安
田
‥
会
社
は
平
成
10
年
５
月
10

日
に
作
っ
た
ん
だ
よ
。
も
と
も
と

家
業
が
青
果
店
な
ん
だ
け
ど
、
実

は
家
業
を
継
ぐ
の
が
嫌
い
で
さ

ぁ
。
だ
け
ど
学
生
時
代
に
某
ス
ー

パ
ー
の
青
果
部
で
バ
イ
ト
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
こ
の
道
に
入
っ
て

い
っ
た
ん
だ
よ
。

三
浦
‥
若
い
時
代
に
、
家
業
が
嫌

だ
と
い
う
思
い
は
自
分
に
も
分
か

り
ま
す
。
で
も
バ
イ
ト
が
き
っ
か

け
で
青
果
の
世
界
に
入
っ
た
の
は

以
外
で
す
ね
。
安
田
さ
ん
に
は
ピ

ッ
タ
リ
の
職
業
だ
と
思
い
ま
す

が
。

２．

主
に
扱
っ
て
い
る
商
品
は
？

安
田
‥
野
菜
、果
物
が
中
心
だ
ね
。

輸
入
の
商
品
も
取
り
扱
う
事
が
出

来
る
よ
。
今
で
は
何
処
の
お
店
で

も
当
た
り
前
に
並
ん
で
い
る
ハ
ー

ブ
や
パ
プ
リ
カ
を
初
め
て
取
り
扱

っ
た
の
は
ウ
チ
な
ん
だ
よ
。
言
っ

て
く
れ
れ
ば
何
で
も
揃
え
る
よ
。

三
浦
‥
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す

る
と
前
菜
で
出
て
く
る
サ
ラ
ダ
な

ど
に
入
っ
て
い
る
野
菜
で
す
よ

ね
。
今
の
ヘ
ル
シ
ー
思
考
の
西
洋

野
菜
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
る
と

は
、
安
田
さ
ん
に
は
先
見
の
目
が

あ
る
の
で
す
ね
。

３．

皆
さ
ん
が
知
ら
な
い
意
外
な

商
品
は
あ
り
ま
す
か
？

安
田
‥
そ
う
だ
ね
ぇ
、
商
品
じ
ゃ

無
い
け
ど
最
近
崖
観
音
近
く
に
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
始
め
た
よ
。

「
て
る
て
る
坊
主
」
っ
て
い
う
ん

だ
け
ど
。
結
構
入
っ
て
い
る
ん
だ

よ
ね
。
今
度
２
号
店
も
出
す
予
定

な
の
で
、
是
非
皆
さ
ん
利
用
し
て

下
さ
い
。

三
浦
‥
青
果
店
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

セ
カ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む

〈
新
企
画
‥
「
負
け
る
も
ん
か
！
我
が
商
売
」
第
９
回
〉

５．

次
年
度
会
長
と
し
て
の
意
気

込
み
を

安
田
‥
次
年
度
は
50
周
年
事
業
で

移
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
お
せ

っ
会
」
を
立
ち
上
げ
、
館
山
に
貢

献
し
ま
す
！
で
も
こ
れ
に
か
か
わ

ら
ず
、
自
分
は
青
年
部
を
も
っ
と

ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
熱
い
情
熱
を
持
つ

集
団
に
し
た
い
な
ぁ
。
ま
ぁ
ー
な

ん
で
も
夢
中
に
バ
カ
に
な
れ
る
良

い
仲
間
に
ね
。
皆
ぁ
、
黙
っ
て
俺

に
つ
い
て
来
い
！
！
猪
突
邁
進

（
次
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
仮
））
だ

ぜ
ぇ
〜

三
浦
‥
や
っ
ぱ
り
豪
快
な
人
だ
な

ぁ
。
で
も
こ
の
パ
ワ
ー
が
来
年
の

青
年
部
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
と

思
う
と
頼
も
し
い
で
す
。
困
っ
た

事
が
あ
れ
ば
何
で
も
安
田
さ
ん
言

っ
て
下
さ
い
。
今
日
は
ど
う
も
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ー
こ
れ
で

充実した設備と細かい 
サービス～大型印刷機 
ラインナップ 

○チラシ・パンフレット印刷 
○オンデマンド印刷 
　データ入稿～印刷～製本 
○NEWショッピング（集合広告） 
　毎月第3日曜日発行（新聞折込） 
●ぜひご覧ください！ 

 

株式会社　集賛舎 
館山本社 
館山市山本226　〒294-0014 
電話0470-22-2277　FAX0470-23-2278 

千葉支社 
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813 
電話043-300-8661　FAX043-300-8665 

鴨川営業所 
鴨川市横渚1067-3　第1亀屋ビル3階　〒296-0001 
電話04-7093-2377　FAX04-7099-1024 

東京支社 
東京都中央区京橋3-3-4　森ビル2階　 
〒104-0031 
電話03-3516-3440　FAX03-3516-3449

天保年間創業・通産大臣賞受賞・全国伝統的工芸品 

千葉県指定伝統的工芸品（小糸の煙火） 

代表取締役  福 山 一 郎 

千葉県君津市外箕輪 4丁目10番20号 
蕁0439（55）7033
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最
後
と
な
り
ま
す
。
色
々
書
き
ま

し
た
が
、
自
分
に
と
っ
て
も
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
１
年
間
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は

皆
さ
ん
さ
よ
う
な
ぁ
・
・
・

大
井
‥
ち
ょ
っ
と
ま
っ
た
！
！
こ

の
企
画
、
自
分
も
の
り
ま
す
！
！

４
月
か
ら
も
継
続
し
ま
っ
せ

ぇ
！
！

三
浦
‥
お
お
〜
っ
！
次
年
度
総
務

親
睦
委
員
長
の
大
井
さ
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
！
や
っ
て
く
れ
ま
す

か
！
で
は
４
月
以
降
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。「
継
続
は
力
な

り
」
こ
の
企
画
が
少
し
で
も
読
み

手
に
伝
わ
り
、
役
に
立
て
ば
幸
い

で
す
。
ま
た
い
つ
の
日
か
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
！
　

安
田
　
邦
春

（
地
域
開
発
委
員
会
　
副
会
長
）

譌
ナ
チ
ュ
ー
ル

館
山
市
船
形
１
３
２
１
―
１

蕁
27
―
４
７
３
０

薨
27
―
４
７
４
９

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
私
達
の
50

周
年
記
念
事
業
「
お
せ
っ
会
」。

２
月
７
日
、
素
晴
ら
し
い
晴
天
の

下
『
第
１
回
館
山
へ
移
住
体
験
ツ

ア
ー
』
が
館
山
市
の
協
力
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と
の

こ
と
も
あ
り
、
少
な
め
に
設
定
し

た
募
集
人
員
15
名
の
と
こ
ろ
20
名

以
上
の
応
募
が
あ
り
開
催
前
か
ら

大
盛
況
。
移
住
先
と
し
て
の
館
山

に
対
す
る
人
気
の
高
さ
を
裏
付
け

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
の
は
申
し

込
み
順
で
定
員
の
15
名
様
に
し
ま

し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
海
辺
の
鑑
定
団
、
ご
自

身
も
市
川
市
か
ら
の
移
住
者
で
も

あ
る
竹
内
理
事
長
の
ガ
イ
ド
に
よ

る
海
岸
の
楽
し
み
方
と
漁
村
の
暮

ら
し
を
見
学
。

富
崎
小
学
校
の
18
名
の
全
校
児

童
の
皆
さ
ん
と
先
生
方
に
よ
る
学

校
案
内
と
安
房
節
披
露
。

安
西
農
園
の
安
西
さ
ん
に
よ
る

農
業
暮
ら
し
の
体
験
や
、
そ
の
軒

先
を
か
り
て
の
地
元
食
材
の
み
を

使
っ
た
バ
ー
ベ
Ｑ
昼
食
、そ
の
他
、

古
民
家
見
学
、
城
山
か
ら
の
街
並

観
覧
、
市
内
見
学
。
と
っ
て
も
忙

し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
一
日
か
け
て
館
山
に
触

れ
て
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に
商
工

会
議
所
に
て
不
動
産
と
建
築
物
の

説
明
、
質
疑
応
答
を
行
い
当
日
の

全
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
終
了
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と

も
り
、
私
た
ち
青
年
部
（
お
せ
っ

会
）
は
皆
、
右
往
左
往
の
大
忙
し

の
一
日
で
、
夢
中
の
ま
ま
終
わ
っ

た
感
の
あ
る
今
回
で
す
が
、
参
加

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
拝
見
す
る

と
、
皆
様
一
様
に
ご
満
足
い
た
だ

け
た
ご
様
子
で
、
感
謝
の
言
葉
が

添
え
て
あ
る
も
の
も
多
く
、
ホ
ッ

と
一
安
心
で
し
た
。

後
日
行
わ
れ
ま
し
た
反
省
会
の

席
で
は
た
く
さ
ん
の
改
善
点
が
見

い
だ
さ
れ
次
回
は
更
に
移
住
希
望

者
の
役
に
立
て
る
ツ
ア
ー
が
企
画

で
き
る
と
実
感
を
も
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
市
役
所
を
は
じ
め
、

ご
協
力
頂
い
た
関
係
各
位
、
各
所

の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

る
と
共
に
今
後
の
ご
理
解
と
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

館
山
商
工
会
議
所
青
年
部
　
移

住
お
手
伝
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
お

せ
っ
会
」
未
来
の
館
山
の
活
力
の

一
助
に
！
と
張
り
切
っ
て
活
動
中

で
す
！
！50

周
年
実
行
委
員
長

八
代
　
健
正

平
成
20
年
２
月
14
日
（
木
）
午

後
７
時
30
分
か
ら
行
わ
れ
た
「
市

長
と
の
懇
談
会
」
に
つ
い
て
、
商

工
会
議
所
青
年
部
新
入
部
員
の
嶋

田
和
広
が
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
移
住
促
進
」
と

「
港
湾
事
業
」
に
つ
い
て
。
今
後

の
館
山
市
の
浮
沈
が
か
か
っ
て
い

る
問
題
だ
け
に
、
青
年
部
員
も
懇

談
会
前
か
ら
そ
こ
こ
こ
で
議
論
し

て
お
り
真
剣
そ
の
も
の
。市
長
は
、

市
の
担
当
職
員
６
人
と
共
に
入

場
。
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
雰
囲
気
に
新
入
部
員
の
私
は

末
席
で
ド
キ
ド
キ
・
・
・
。

開
会
の
辞
に
続
い
て
市
長
か
ら

『
移
住
体
験
ツ
ア
ー
』
を
開
催

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

「
・
・
・
忌
憚
の
無
い
意
見

を
・
・
・
。」
と
い
う
こ
と
で
懇

談
会
の
開
始
で
す
。

移
住
問
題
に
関
し
て
は
、
青
年

部
50
周
年
事
業
の
「
お
せ
っ
会
」

を
高
く
評
価
し
て
頂
い
て
お
り
、

「
今
後
も
市
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と

を
望
む
。」
と
の
こ
と
。

港
湾
事
業
に
関
し
て
は
、
完
成

ま
で
の
準
備
や
完
成
後
の
活
用
方

法
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
予
定
時
間
を
越
え
た
活
発
な

懇
談
会
。

何
も
知
ら
ず
参
加
し
た
懇
談

会
、
金
丸
市
長
の
掲
げ
る
『
６
つ

の
誓
い
４
つ
の
想
い
』
の
一
部
に

触
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
青
年
部

員
と
し
て
今
後
何
を
考
え
て
い
く

べ
き
な
の
か
示
唆
し
て
頂
い
た
有

意
義
な
時
間
で
し
た
。

金
丸
市
長
と
の

懇
談
会
に
参
加
し
て

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇



会 議 所 だ よ り
平成20年３月10日（８）

小規模企業共済制度 小規模企業共済制度 
賢い経営者の強い見方！ 賢い経営者の強い見方！ 

掛金の全額が所得控除できる 

月々の掛金 

は自由に選べて 
（　　  円～ 円） 

確定申告による節税効果が大きい 
〈課税所得金額5,000,000円の場合（単位：円）〉 

月額 実質負担額 年額 節税額 
円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

掛
　
　
金 

全額が控除対象 所
得
か
ら
差
し 

医 療 費 控 除  

社会保険料控除 

生命保険料控除 

損害保険料控除 

小規模企業共済等掛金控除 

11

12

13

14

15

16

17

万円（7万円×12ヶ月）全額を 
 

お受け取りになるときは 

所得から控除できます 

事業の廃止は 

老齢給付（15年以上納付かつ満65歳以上）は 

概ね年 ％の福利運用した金額 

概ね年 ％で福利運用した金額 

有利な利回り 共済金は退職所得扱い 
または公的年金等の雑所得扱い 

（一括受け取り） 

（分割受け取り） 

節税し
ながら

 

しっか
り貯蓄

のお手
伝い！ 

現在、約126万人の経営者が加入しています 

退職所得控除額は、共済契約の年数に応じて変わります。 
（控除額＝40万×契約年数　※21年超年70万円） 
早い時期にお入りいただくのが、お得です。 

が実施しております。 小規模企業共済制度の運営は、 

さらに詳しい内容は、パンフレットをご覧ください。 

お問い合わせ・お申込み 

館山商工会議所 
TEL  0470-22-8330
〒294-0047 館山市八幡821

掛金月額7万円（上限額）の場合、 

館山商工会議所会員のみなさまへ 




